
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況
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平成２４年度は，環境に関する各種イベントに参加するなど，あらゆる機会に周知・啓発活動に取り組み，家庭版
環境ＩＳＯ認定制度登録の普及啓発を実施したことにより，８９９件の申し込みがあった。申し込み件数のうち，４５
１件の家庭が認定され，認定家庭数の累計が２，１１２件となり，２４年度の目標値を達成することができた。

取組内容と成果・成果の要因，進捗の状況
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調査結果 34.2%
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中核市での本
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市民，事業者，行政が一体となって脱温暖化・循環型の環境にやさしい社会をつくっています。
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H28

5,0004,400

施策目標 市民が，環境にやさしい社会の形成に向け，環境保全に取り組んでいます。

政策の柱 Ⅲ　市民の快適な暮らしを支えるために
政策名

（基本施策名）
１３　脱温暖化・循環型の環境にやさしい社会を形成する

施策主管課１　環境保全行動の推進施策名
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Ｂ ：前年度同水準
　　（±２％以内）

　Ａ ：前年度より向上
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※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について
　
  ★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　×　１００　（％）

　
　★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×　１００　（％）

  実績値
単年度目標値

単年度目標値
　実績値



３　施策を構成する事業の状況

４　今後の施策の取組方針

市のすべての施設（小中学校，
運営委託施設，無人稼動施設な
どを含む約1，200施設）

〈施策全般〉
◆市民が環境にやさしい社会の形成に向け，環境保全に取り組めるよう，様々な角度から有効な手段を取り入れ，環境意識の高揚を図っ
ていく。

今後の方向性

課題

〈主要事業〉
◆もったいない運動の推進については，「ひとやものを大切にするこころ」である「もったいない」の精神が，市民の日常生活や事業活動の
中での行動に結びつくよう，市と「もったいない運動市民会議」が一体となり，市民や団体，事業者等に対する普及啓発活動を積極的に展
開する。

〈その他個別事業〉

方向性

4

◆平成24年度に環境省が実施した調査によると，環境問題への取組について多くの国民が肯定的に考えており，環境にやさ
しい社会を実現するためには，市民が行う環境保全活動の裾野を広げ，一人ひとりが環境保全に取り組むきっかけづくりや，
環境配慮行動として実践活動に結び付けていけるよう，多様な対象者に応じた効果的な事業を実施していくことが必要であ
る。
◆環境保全に実践的に取り組む人材育成が求められていることから，本市の抱える環境に係る課題や，市民一人ひとりが関
心を持つ環境問題に対して，適切な行動を促していけるような環境学習の機会の更なる充実を図る必要がある。
◆持続可能な社会の形成のため，「もったいない運動」が，より多くの市民が取り組む全市的な市民運動となるよう，庁内の取
組を強化するとともに，「もったいない運動市民会議」との連携のもと，運動の認知度を更に高め，実践活動を促していくことが
必要である。

8
環境学習の推進
（幼児環境学習の推進も含む）

6 ＩＳＯ１４００１自己適合宣言維持

5 省エネ法に基づく施設管理

みやエコ園認定制度普及事業

環境基本計画の推進

もったいない運動の推進

環境ＩＳＯ普及事業

○

事業名
戦略Ｐ・
主要事業

開始年度 施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針事業が属する総合計画の構成事業名
事業内容

対象者・物（誰・何に） 取組（何を）

もったいない精神の普及啓発

№

1

2

3

毎年度，全市有施設におけるエネル
ギー使用量を把握し，定期報告書及
び中長期的なエネルギー削減計画を
策定，国へ報告を行う。

・「環境都市うつのみや」の実現に向け，「第２次宇都宮市環境基本計画」を着実に推進していく必要がある
ことから，基本計画に位置付けた各事業の進捗状況を把握するとともに，進捗が遅れている事業について
は，再度，効果的な推進方策を検討していく。
・また，平成２８年度からの後期計画の実施に向け，市域の環境に係る現状を的確に把握するための方策
や，市民にわかりやすい目指すべき姿の明確化などについて検討する。

H17

・各部局に「もったいない」の考え方をさらに浸透させ，全庁的に「もったいない運動」を強化していく。
・市民会議が自主的・主体的な活動が行えるよう組織強化が求められていることから，会議に実行部門を
新たに設置するなど組織強化の方策を検討するとともに，市民会議構成団体の活動と連携を図るなど，効
果的な取り組みができるよう支援を行っていく。

H14

・「家庭版ＩＳＯ」の取組は，家庭での環境意識の高揚を図る有効な手段であることから，制度をより取り組
みやすく，また，魅力的なものに見直すことで更なる市民の環境意識の高揚を図る。
・｢学校版ＩＳＯ」は，各学校における自主的な独自の活動となるよう，訪問による指導や助言を行うととも
に，児童や生徒の家庭においても環境配慮行動が拡大するよう，取り組みの充実を促していく。
・「事業所版ＩＳＯ」は，ＩＳＯ14001の認証を受けていない小規模の事業所が，環境配慮行動を行う足がかり
として有効な事業であることから，制度の更なる普及に向け，商工会議所と連携し周知機会の充実をはか
り，認定事業所の拡大に努める。

Ｈ１５

H21
・みやエコ園は，これまでに５２園を認定し市内のおよそ半数を認定してきた。
・市内全園の認定を目指し，未認定園の活動状況を調査するなど認定園の拡大に努めるとともに，既に認
定を受けた園が継続的に活動を続けていくための励みとなるよう積極的に市HP等で紹介していく。

H22
市も一事業者として，エネルギー使用量の削減に取り組んでいく必要があることから，「宇都宮市役所“ス
トップ・ザ・温暖化”プラン」の推進と併せ，市有施設におけるエネルギー削減の取組を推進していく。

・個々の職員の環境配慮行動を促すのに，ISO自己適合宣言維持は有効に作用しているが，更なる省エネ
行動や各部局の事務事業での環境配慮など，職員一人ひとりの意識の高揚が求められている。
・本市のＩＳＯ自己適合宣言維持に係る取組の信頼性や透明性を確保するためにも，職員研修の充実と有
効性の高い監査を実施することが必要であり，ISO14001に基づくＰＤＣＡサイクルを活用した確実な改善が
図られるよう，取り組んでいく。

H13

・環境保全を実践的に取り組む人材育成が求められおり，そのための学習の場と機会の提供を行う必要
がある。
・環境学習センターの指定管理者である「うつのみや環境行動フォーラム」と連携し，環境保全を推進する
人材育成を図るための各種講座の開催や，環境団体の活動活性化への支援を行う環境学習の拠点施設
として，環境学習センターの機能充実が図れるよう検討を行う。
・幼稚園教諭や民間・公立の保育士，関係団体などを構成員とする幼児環境学習ＷＧを開催し，より質の
高い幼児向け環境学習教材の開発を行い，みやエコ園認定制度の取組と合わせ，積極的・重点的に幼児
期における環境学習の推進し「もったいない宮っ子」の育成に取り組む。

出展することで，もったいない運動をはじめ市の各種環境配慮に係る事業を周知することができている。更
なる周知方法を検討し，共催参加による効果を最大限に生かしていく。S50

H13

7 エコ・もりフェア共催負担金
・もったいない精神の普及啓発
・主体別・事業別環境配慮指針の推進

市民・事業者 環境状況報告書の公表

・行政（宇都宮市）
・市民

・全市一丸となり「もったいない運
動」を市域に広げていく。
・宇都宮市もったいない運動市民会
議が主体的に行う啓発活動を支援し
ていく。

・環境情報の整備と提供
・環境リーダー等人材育成の推進
・環境学習の場と機会の提供

・市民
・事業者

・環境学習センターを効率的に管理
運営し，各種事業を実施すること
で，環境を大切にする人材育成を推
進する。
・環境問題に対する各種講座を開催
し，市民一人ひとりの環境配慮行動
の実践につながるよう推進してい
く。
・民間保育園や幼稚園と連携し，学
習プログラムや教材を作成し幼児環
境学習の推進を図る。

栃木県や（財）栃木県環境技術協会
などの関係団体と「栃木県エコ・も
りフェア実行委員会」を構成し，こ
の事業の趣旨に賛同する者の協賛又
は後援を得てイベントを開催し，啓
発を図る。

県内在住者

次世代を担う子どもたちに「人やも
のを大切にするこころ」を基本とし
たもったいないの精神を育み，環境
に対する意識向上と環境を大切にす
る人づくりを推進する「もったいな
い宮っ子」育成を目指す。地域や園
の特色を活かし，園児が主体的に環
境保全に親しむ活動に取り組む園を
募集し，活動が良好な園を「宇都宮
市みやエコ園」として認定する。

主体別・事業別環境配慮指針の推進

・市内の家庭，市立小中学校の児童・生
徒及び教職員，市内中小事業所
・事業者の省エネルギー・省資源活動の
推進

家庭・学校において，環境配慮行動
を促す市独自の環境マネジメントシ
ステムにより，環境配慮行動を普
及・促進する。また，事業者が取り
組む「事業所版環境ＩＳＯ認定制
度」の普及拡大を支援する。

家庭版，学校版環境配慮行動の推進

環境学習の場と機会の提供 市内幼稚園・保育園

市のすべての施設（ただし，小
中学校と運営委託施設を除く）

市民・事業者に対して先導的な役割
を果たすため，市が直接管理する全
施設でＩＳＯ14001に基づいた取組
を実施し，環境への負荷の継続的な
低減を図る。自己適合宣言に基づい
た環境マネジメントシステムを維持
するとともに，効果的な内部監査の
実施を目指す。

主体別・事業別環境配慮指針の推進


